
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】外部イオンや水分のゲート絶縁膜への浸透を防

止する半導体集積回路装置を提供する。

【解決手段】半導体集積回路装置は、半導体基板、半導

体基板上に一方向に延びて形成されたゲート配線２２０

とゲート配線に整列して半導体基板内に形成されたソー

ス/ドレーン領域を含むトランジスタ、ゲート配線上に

ゲート配線と同一方向に延びて形成され、半導体基板に

拡散されるイオンを遮断する拡散防止メタルパターン４

３２ａを含む。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 半 導 体 基 板 と 、
前 記 半 導 体 基 板 上 に 一 方 向 に 延 び て 形 成 さ れ た ゲ ー ト 配 線 と 前 記 ゲ ー ト 配 線 に 整 列 し て 前
記 半 導 体 基 板 内 に 形 成 さ れ た ソ ー ス /ド レ ー ン 領 域 を 含 む ト ラ ン ジ ス タ と 、
前 記 ゲ ー ト 配 線 上 に 前 記 ゲ ー ト 配 線 と 同 一 方 向 に 延 び て 形 成 さ れ 、 前 記 半 導 体 基 板 に 拡 散
さ れ る イ オ ン を 遮 断 す る 拡 散 防 止 メ タ ル パ タ ー ン と を 含 む 半 導 体 集 積 回 路 素 子 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 拡 散 防 止 メ タ ル パ タ ー ン は 、 第 １ 配 線 と 同 一 層 に 形 成 さ れ る 請 求 項 １ に 記 載 の 半 導
体 集 積 回 路 素 子 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 拡 散 防 止 メ タ ル パ タ ー ン は 、 電 気 的 に フ ロ ー テ ィ ン グ 状 態 と な る 請 求 項 ２ に 記 載 の
半 導 体 集 積 回 路 素 子 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 拡 散 防 止 メ タ ル パ タ ー ン に は 、 所 定 電 圧 が 印 加 さ れ る 請 求 項 ２ に 記 載 の 半 導 体 集 積
回 路 素 子 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 １ 配 線 は 前 記 ト ラ ン ジ ス タ の ソ ー ス 領 域 に ソ ー ス 電 圧 を 印 加 す る ソ ー ス 電 圧 配 線
を 含 み 、 前 記 拡 散 防 止 メ タ ル パ タ ー ン は 前 記 ソ ー ス 電 圧 配 線 が 延 び て 形 成 さ れ る 請 求 項 ４
に 記 載 の 半 導 体 集 積 回 路 素 子 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ 配 線 は 前 記 ト ラ ン ジ ス タ の ド レ ー ン 領 域 に ド レ ー ン 電 圧 を 印 加 す る ド レ ー ン 電
圧 配 線 を 含 み 、 前 記 拡 散 防 止 メ タ ル パ タ ー ン は 前 記 ド レ ー ン 電 圧 配 線 が 延 び て 形 成 さ れ る
請 求 項 ４ に 記 載 の 半 導 体 集 積 回 路 素 子 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 １ 配 線 は 前 記 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト 配 線 に ゲ ー ト 電 圧 を 印 加 す る ゲ ー ト 電 圧 配 線
を 含 み 、 前 記 拡 散 防 止 メ タ ル パ タ ー ン は 前 記 ゲ ー ト 電 圧 配 線 が 延 び て 形 成 さ れ る 請 求 項 ４
に 記 載 の 半 導 体 集 積 回 路 素 子 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 １ 配 線 、 拡 散 防 止 メ タ ル パ タ ー ン の 全 面 上 に 前 記 半 導 体 基 板 に 拡 散 さ れ る イ オ ン
を 遮 断 す る 窒 化 膜 を さ ら に 含 む 請 求 項 １ に 記 載 の 半 導 体 集 積 回 路 素 子 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 １ 配 線 、 拡 散 防 止 メ タ ル パ タ ー ン の 全 面 と 前 記 窒 化 膜 と の 間 に 酸 化 膜 を さ ら に 含
む 請 求 項 ８ に 記 載 の 半 導 体 集 積 回 路 素 子 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 ト ラ ン ジ ス タ は 、 高 電 圧 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 半 導 体 集 積 回 路
素 子 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 ソ ー ス /ド レ ー ン 領 域 は 、 前 記 ゲ ー ト 配 線 に 整 列 し て 形 成 さ れ 、 前 記 半 導 体 基 板 と
異 な る 導 電 型 の 低 濃 度 不 純 物 領 域 と 前 記 ゲ ー ト 配 線 か ら 所 定 距 離 離 隔 し て 前 記 低 濃 度 不 純
物 領 域 の 深 さ よ り 浅 い 深 さ で 形 成 さ れ 、 前 記 半 導 体 基 板 と 異 な る 導 電 型 の 高 濃 度 不 純 物 領
域 か ら な る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 半 導 体 集 積 回 路 素 子 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 半 導 体 基 板 上 に 一 方 向 に 延 び て 形 成 さ れ た ゲ ー ト 配 線 と 前 記 ゲ ー ト 配 線 に 整 列 し て 前 記
半 導 体 基 板 内 に 形 成 さ れ た ソ ー ス /ド レ ー ン 領 域 を 含 む ト ラ ン ジ ス タ を 形 成 す る ス テ ッ プ
と 、
前 記 ゲ ー ト 配 線 上 に 前 記 ゲ ー ト 配 線 と 同 一 方 向 に 延 び て 、 前 記 半 導 体 基 板 に 拡 散 さ れ る イ
オ ン を 遮 断 す る 拡 散 防 止 メ タ ル パ タ ー ン を 形 成 す る ス テ ッ プ と を 含 む 半 導 体 集 積 回 路 素 子
の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
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　 前 記 拡 散 防 止 メ タ ル パ タ ー ン は 、 第 １ 配 線 と 同 一 層 に 形 成 さ れ る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 半
導 体 集 積 回 路 素 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 拡 散 防 止 メ タ ル パ タ ー ン は 、 電 気 的 に フ ロ ー テ ィ ン グ 状 態 と な る 請 求 項 １ ３ に 記 載
の 半 導 体 集 積 回 路 素 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 拡 散 防 止 メ タ ル パ タ ー ン に は 、 所 定 電 圧 が 印 加 さ れ る 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 半 導 体 集
積 回 路 素 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 第 １ 配 線 は 前 記 ト ラ ン ジ ス タ の ソ ー ス 領 域 に ソ ー ス 電 圧 を 印 加 す る ソ ー ス 電 圧 配 線
を 含 み 、 前 記 拡 散 防 止 メ タ ル パ タ ー ン は 前 記 ソ ー ス 電 圧 配 線 が 延 び て 形 成 さ れ る 請 求 項 １
５ に 記 載 の 半 導 体 集 積 回 路 素 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 第 １ 配 線 は 前 記 ト ラ ン ジ ス タ の ド レ ー ン 領 域 に ド レ ー ン 電 圧 を 印 加 す る ド レ ー ン 電
圧 配 線 を 含 み 、 前 記 拡 散 防 止 メ タ ル パ タ ー ン は 前 記 ド レ ー ン 電 圧 配 線 が 延 び て 形 成 さ れ る
請 求 項 １ ５ に 記 載 の 半 導 体 集 積 回 路 素 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 第 １ 配 線 は 前 記 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト 配 線 に ゲ ー ト 電 圧 を 印 加 す る ゲ ー ト 電 圧 配 線
を 含 み 、 前 記 拡 散 防 止 メ タ ル パ タ ー ン は 前 記 ゲ ー ト 電 圧 配 線 が 延 び て 形 成 さ れ る 請 求 項 １
５ に 記 載 の 半 導 体 集 積 回 路 素 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 拡 散 防 止 メ タ ル パ タ ー ン を 形 成 す る ス テ ッ プ の 後 に 、 前 記 第 １ 配 線 、 拡 散 防 止 メ タ
ル パ タ ー ン の 全 面 上 に 前 記 半 導 体 基 板 に 拡 散 さ れ る イ オ ン を 遮 断 す る 窒 化 膜 を 形 成 す る ス
テ ッ プ を さ ら に 含 む 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 半 導 体 集 積 回 路 素 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 窒 化 膜 を 形 成 す る ス テ ッ プ の 前 に 、 前 記 第 １ 配 線 、 拡 散 防 止 メ タ ル パ タ ー ン の 全 面
上 に 酸 化 膜 を 形 成 す る ス テ ッ プ を さ ら に 含 む 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 半 導 体 集 積 回 路 素 子 の 製
造 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 ト ラ ン ジ ス タ は 、 高 電 圧 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ で あ る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 半 導 体 集 積 回
路 素 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 ソ ー ス /ド レ ー ン 領 域 は 、 前 記 ゲ ー ト 配 線 に 整 列 し て 形 成 さ れ 、 前 記 半 導 体 基 板 と
異 な る 導 電 型 の 低 濃 度 不 純 物 領 域 と 前 記 ゲ ー ト 配 線 か ら 所 定 距 離 離 隔 し て 前 記 低 濃 度 不 純
物 領 域 の 深 さ よ り 浅 い 深 さ で 形 成 さ れ 、 前 記 半 導 体 基 板 と 異 な る 導 電 型 の 高 濃 度 不 純 物 領
域 か ら な る 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 半 導 体 集 積 回 路 素 子 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 半 導 体 集 積 回 路 装 置 お よ び そ の 製 造 方 法 に 関 す る も の で あ っ て 、 よ り 詳 し く
は 、 動 作 特 性 が 向 上 し た 半 導 体 集 積 回 路 装 置 お よ び そ の 製 造 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 Ｓ Ｏ Ｃ (System On Chip)、 Ｍ Ｃ Ｕ (MicroController Unit)、 Ｄ Ｄ Ｉ (Display Driver IC
)の よ う な 半 導 体 集 積 回 路 装 置 は 、 プ ロ セ ッ サ ー 、 メ モ リ ー 、 そ し て 論 理 回 路 、 音 声 お よ
び 画 像 処 理 回 路 、 多 様 な イ ン タ ー フ ェ ー ス 用 回 路 な ど か ら な る 多 数 の 周 辺 装 置 を 備 え て い
る 。 し た が っ て 、 半 導 体 集 積 回 路 装 置 に は 、 多 様 な 駆 動 電 圧 を 有 す る ト ラ ン ジ ス タ が 共 存
す る 。 例 え ば 、 高 電 圧 (１ ５ ～ ３ ０ Ｖ )駆 動 、 中 電 圧 (４ ～ ６ Ｖ )駆 動 、 低 電 圧 (１ ～ ３ Ｖ )駆
動 の ト ラ ン ジ ス タ を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】

10

20

30

40

50

(3) JP 2006-344959 A 2006.12.21



　 特 に 、 高 電 圧 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ は 、 高 電 圧 が 印 加 さ れ て い て も 正 常 動 作 を す る た め に 、
高 電 圧 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ド レ ー ン 領 域 と 半 導 体 基 板 と の 間 の ブ レ ー ク ダ ウ ン (breakdown
)電 圧 が 十 分 に 高 く な け れ ば な ら な い 。 し た が っ て 、 高 電 圧 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ は 、 ブ レ ー
ク ダ ウ ン 電 圧 を 高 め る た め に ド レ ー ン 領 域 の 高 濃 度 不 純 物 領 域 と ゲ ー ト 配 線 と の 間 が 十 分
に 離 隔 し て い て 、 ド レ ー ン 領 域 の 低 濃 度 不 純 物 領 域 と 半 導 体 基 板 の ド ー ピ ン グ 濃 度 と を 低
く し て 空 乏 (depletion)領 域 を 長 く す る 。 ま た 、 高 電 圧 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト 絶 縁 膜
の 厚 さ は 、 低 電 圧 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト 絶 縁 膜 の 厚 さ に 比 べ て 厚 い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 一 方 、 高 電 圧 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ を 製 造 し た 後 、 多 層 の 配 線 お よ び 多 層 の 絶 縁 膜 を 形 成 す
る 後 続 (back-end)工 程 が 進 行 さ れ る 。 こ の よ う な 後 続 工 程 の 中 で 外 部 イ オ ン や 水 分 が ゲ ー
ト 絶 縁 膜 に 浸 透 す る よ う に な る 。 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ 高 電 圧 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ を 例 に す れ ば 、 ゲ ー ト
絶 縁 膜 に 浸 透 し た 陽 イ オ ン は 閾 値 電 圧 (threshold voltage)を 下 げ て ゲ ー ト 絶 縁 膜 の 下 部
に チ ャ ン ネ ル を 形 成 さ せ 、 ド レ ー ン オ フ 電 流 (Idoff)を 増 加 さ せ る 。 特 に 、 高 電 圧 駆 動 ト
ラ ン ジ ス タ は 、 ド レ ー ン 領 域 の 低 濃 度 不 純 物 領 域 と 半 導 体 基 板 と の ド ー ピ ン グ 濃 度 と が 低
い た め 、 こ の よ う な 小 さ い 外 部 イ オ ン の 浸 透 に も 動 作 特 性 の 激 し い 変 化 を 示 す 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 大 韓 民 国 登 録 公 告 10-0365937号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 技 術 的 課 題 は 、 動 作 特 性 が 向 上 し た 半 導 体 集 積 回 路 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る
。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 他 の 技 術 的 課 題 は 、 動 作 特 性 が 向 上 し た 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 を 提 供
す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 技 術 的 課 題 は 、 以 上 で 言 及 し た 技 術 的 課 題 に 制 限 さ れ ず 、 言 及 さ れ て い な い ま
た 他 の 技 術 的 課 題 は 、 以 下 の 記 載 か ら 当 業 者 に 明 確 に 理 解 で き る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 技 術 的 課 題 を 達 成 す る た め の 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に 係 る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 は 、 半
導 体 基 板 、 半 導 体 基 板 上 に 一 方 向 に 延 び て 形 成 さ れ た ゲ ー ト 配 線 と ゲ ー ト 配 線 に 整 列 し て
半 導 体 基 板 内 に 形 成 さ れ た ソ ー ス /ド レ ー ン 領 域 を 含 む ト ラ ン ジ ス タ 、 ゲ ー ト 配 線 上 に ゲ
ー ト 配 線 と 同 一 方 向 に 延 び て 形 成 さ れ 、 半 導 体 基 板 に 拡 散 さ れ る イ オ ン を 遮 断 す る 拡 散 防
止 メ タ ル パ タ ー ン を 含 む 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 技 術 的 課 題 を 達 成 す る た め の 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に 係 る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造
方 法 は 、 半 導 体 基 板 上 に 一 方 向 に 延 び て 形 成 さ れ た ゲ ー ト 配 線 と ゲ ー ト 配 線 に 整 列 し て 半
導 体 基 板 内 に 形 成 さ れ た ソ ー ス /ド レ ー ン 領 域 を 含 む ト ラ ン ジ ス タ を 形 成 す る ス テ ッ プ 、
ゲ ー ト 配 線 上 に ゲ ー ト 配 線 と 同 一 方 向 に 延 び て 、 半 導 体 基 板 に 拡 散 さ れ る イ オ ン を 遮 断 す
る 拡 散 防 止 メ タ ル パ タ ー ン を 形 成 す る ス テ ッ プ を 含 む 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 そ の 他 の 実 施 例 の 具 体 的 な 事 項 は 、 詳 細 な 説 明 お よ び 図 面 に 含 ま れ て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 の よ う な 半 導 体 集 積 回 路 装 置 お よ び そ の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 次 の よ う な 効 果 が 一 つ
、 あ る い は そ れ 以 上 あ る 。
第 一 に 、 拡 散 防 止 メ タ ル パ タ ー ン は 、 外 部 イ オ ン お よ び 水 分 が 半 導 体 基 板 に 浸 透 す る こ と
を 遮 断 す る こ と が で き る 。
第 二 に 、 閾 値 電 圧 を 一 定 に 維 持 し て ド レ ー ン オ フ 電 流 を 減 ら す こ と に よ っ て 、 半 導 体 集 積
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回 路 装 置 の 動 作 特 性 が 向 上 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 利 点 お よ び 特 徴 、 そ し て そ れ ら を 達 成 す る 方 法 は 、 添 付 す る 図 面 と 共 に 詳 細 に
後 述 さ れ て い る 実 施 例 を 参 照 す れ ば 明 確 に な る 。 し か し 、 本 発 明 は 以 下 で 開 示 さ れ る 実 施
例 に 限 定 さ れ ず 、 多 種 多 様 な 形 態 か ら な る こ と が で き 、 単 に 本 実 施 例 は 本 発 明 の 開 示 を 完
全 な も の と し 、 本 発 明 が 属 す る 技 術 分 野 で 通 常 の 知 識 を 有 す る 者 に 発 明 の 範 囲 を 完 全 に 知
ら せ る た め に 提 供 さ れ て い る も の で あ り 、 本 発 明 は 請 求 項 の 範 囲 に よ っ て の み 定 義 さ れ る
も の で あ る 。 明 細 書 全 体 に 亘 っ て 、 同 一 参 照 符 号 は 同 一 構 成 要 素 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 明 細 書 に お い て 、 高 電 圧 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ は １ ５ ～ ３ ０ Ｖ の 駆 動 電 圧 が 印 加 さ れ る ト
ラ ン ジ ス タ を 、 低 電 圧 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ は ３ Ｖ 以 下 の 駆 動 電 圧 が 印 加 さ れ る ト ラ ン ジ ス タ
を 示 し て い る 。 し か し 、 駆 動 電 圧 の 具 体 的 な 数 値 は 当 業 者 に よ っ て 容 易 に 変 更 さ れ 得 る こ
と は 言 う ま で も な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に 係 る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 概 略 の レ イ ア ウ ト 図 で あ り 、 図
２ は 図 １ の Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ ’ に 沿 っ て 切 断 し た 断 面 図 で あ る 。 こ こ で 、 半 導 体 集 積 回 路 装 置 は
、 Ｄ Ｄ Ｉ の イ ン バ ー タ を 例 に し て 説 明 す る が 、 こ れ に 制 限 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ お よ び 図 ２ を 参 照 す れ ば 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に 係 る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 １ は 、 半
導 体 基 板 １ ０ ０ 、 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ 高 電 圧 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ ０ 、 Ｐ Ｍ Ｏ Ｓ 高 電 圧 駆 動 ト ラ ン ジ
ス タ ３ ０ ０ 、 絶 縁 膜 構 造 物 ４ ０ ０ を 含 む 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 半 導 体 基 板 １ ０ ０ は 、 シ リ コ ン 基 板 、 Ｓ Ｏ Ｉ (Silicon On Insulator)基 板 、 ガ リ ウ ム ヒ
素 基 板 、 シ リ コ ン ゲ ル マ ニ ウ ム 基 板 、 セ ラ ミ ッ ク 基 板 、 石 英 基 板 、 ま た は デ ィ ス プ レ ー 用
ガ ラ ス 基 板 な ど に な る こ と が で き る 。 ま た 、 半 導 体 基 板 １ ０ ０ は 主 に Ｐ 型 基 板 を 用 い て 、
図 示 し て い な い が 、 半 導 体 基 板 １ ０ ０ の 上 部 に Ｐ 型 エ ピ タ キ シ ャ ル 層 (epitaxial layer)
を 成 長 さ せ て 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 半 導 体 基 板 １ ０ ０ 上 に 形 成 さ れ た 素 子 分 離 膜 １ １ ０ は 、 活 性 (active)領 域 を 画 定 す る 。
素 子 分 離 膜 は 、 Ｌ Ｏ Ｃ Ｏ Ｓ (LOCal Oxidation of Silicon)方 法 を 用 い た Ｆ Ｏ Ｘ (Field OXi
de)、 ま た は Ｓ Ｔ Ｉ (Shallow Trench Isolation)で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 半 導 体 基 板 １ ０ ０ 内 に 高 電 圧 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ が 形 成 さ れ る よ う に 、 Ｐ ウ ェ ル １ ２ ０ 、
Ｎ ウ ェ ル １ ３ ０ を 形 成 す る こ と が で き る 。 特 に 、 高 電 圧 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ で 用 い ら れ る ウ
ェ ル の 濃 度 は 、 通 常 の 低 電 圧 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ で 用 い ら れ る ウ ェ ル の 濃 度 よ り 低 い 。 例 え
ば 、 Ｐ ウ ェ ル １ ２ ０ お よ び /ま た は Ｎ ウ ェ ル １ ３ ０ の 濃 度 は 、 １ × １ ０ １ ５ な い し １ × １
０ １ ７ 原 子 /ｃ ｍ ３ で あ り 得 る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ 高 電 圧 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ ０ は 、 ゲ ー ト 配 線 ２ ２ ０ 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 ２ １ ０ 、
ソ ー ス /ド レ ー ン 領 域 ２ ３ ０ 、 ２ ４ ０ を 含 む 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ゲ ー ト 配 線 ２ ２ ０ は 、 半 導 体 基 板 １ ０ ０ 上 に 一 方 向 に 延 び て 形 成 さ れ た 導 電 膜 パ タ ー ン
で あ っ て 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 ２ １ ０ に て 半 導 体 基 板 １ ０ ０ と 絶 縁 さ れ る 。 ゲ ー ト 絶 縁 膜 ２ １ ０
は 、 主 に シ リ コ ン 酸 化 物 (Ｓ ｉ Ｏ ｘ )で 形 成 す る こ と が で き る 。 特 に 、 高 電 圧 駆 動 ト ラ ン ジ
ス タ の ゲ ー ト 絶 縁 膜 ２ １ ０ の 厚 さ は 、 通 常 の 低 電 圧 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト 絶 縁 膜 の 厚
さ よ り 厚 い 。 例 え ば 、 高 電 圧 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト 絶 縁 膜 ２ １ ０ は ２ ０ ０ ～ ４ ０ ０ Å
で 、 低 電 圧 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト 絶 縁 膜 は ３ ０ ～ １ ５ ０ Å で あ り 得 る 。 す な わ ち 、 低
電 圧 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト 絶 縁 膜 は 薄 い た め に 半 導 体 装 置 の 駆 動 速 度 を 増 加 さ せ る こ
と が で き 、 高 電 圧 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト 絶 縁 膜 ２ １ ０ は 厚 い た め に １ ５ Ｖ 以 上 の 高 電
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圧 に も 十 分 な 耐 圧 特 性 を 有 す る よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ソ ー ス /ド レ ー ン 領 域 ２ ３ ０ 、 ２ ４ ０ は 、 ゲ ー ト 配 線 ２ ２ ０ の 両 側 壁 に 整 列 し て 形 成 さ
れ る 。 特 に 、 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ 高 電 圧 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ ０ が 高 電 圧 駆 動 に 適 し て い る よ う に 、
ソ ー ス /ド レ ー ン 領 域 ２ ３ ０ 、 ２ ４ ０ は Ｍ Ｉ Ｄ Ｄ Ｄ (Mask Islanded Double Diffused Drai
n)構 造 を 有 す る 。 す な わ ち 、 低 濃 度 不 純 物 領 域 ２ ３ ２ 、 ２ ４ ２ は ゲ ー ト 配 線 ２ ２ ０ に 整 列
し て 半 導 体 基 板 １ ０ ０ 内 に 形 成 さ れ 、 高 濃 度 不 純 物 領 域 ２ ３ ４ 、 ２ ４ ４ は ゲ ー ト 配 線 ２ ２
０ か ら 所 定 距 離 離 隔 し て 低 濃 度 不 純 物 領 域 ２ ３ ２ 、 ２ ４ ２ の 深 さ よ り 浅 い 深 さ に 限 定 し て
形 成 さ れ る 。 こ の よ う に 、 高 電 圧 が 印 加 さ れ る 高 濃 度 不 純 物 領 域 ２ ３ ４ 、 ２ ４ ４ が ゲ ー ト
配 線 ２ ２ ０ と 十 分 な 離 隔 距 離 を 有 さ な け れ ば 、 ブ レ ー ク ダ ウ ン 電 圧 を 高 め る こ と が で き な
い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 特 に 、 低 濃 度 不 純 物 領 域 ２ ３ ２ 、 ２ ４ ２ は 、 通 常 の 低 電 圧 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ に 用 い ら れ
る 低 濃 度 不 純 物 領 域 の 濃 度 よ り 低 い 。 例 え ば 、 低 濃 度 不 純 物 領 域 ２ ３ ２ 、 ２ ４ ２ の 濃 度 は
、 １ × １ ０ １ ４ な い し １ × １ ０ １ ６ 原 子 /ｃ ｍ ３ で あ り 得 る 。 こ の よ う に 、 Ｐ ウ ェ ル １ ２
０ と 低 濃 度 不 純 物 領 域 ２ ３ ２ 、 ２ ４ ２ と が 低 い 濃 度 で ド ー ピ ン グ さ れ れ ば 、 Ｐ ウ ェ ル １ ２
０ と 低 濃 度 不 純 物 領 域 ２ ３ ２ 、 ２ ４ ２ と の 境 界 部 分 の 空 乏 領 域 の 幅 が 広 く な る 。 し た が っ
て 、 ブ レ ー ク ダ ウ ン 電 圧 が 十 分 に 高 ま る た め 、 ド レ ー ン 領 域 ２ ４ ０ に 高 電 圧 が 印 加 さ れ て
も 安 定 し て 動 作 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に お い て 、 ソ ー ス /ド レ ー ン 領 域 ２ ３ ０ 、 ２ ４ ０ は Ｍ Ｉ Ｄ Ｄ Ｄ 構 造
を 例 と し た が 、 高 電 圧 駆 動 に 適 し て い る 構 造 で あ れ ば Ｌ Ｄ Ｄ (Lightly Diffused Drain)、
Ｍ Ｌ Ｄ Ｄ (Mask LDD)、 Ｌ Ｄ Ｍ Ｏ Ｓ (Lateral Double-diffused MOS)構 造 な ど の 何 れ も 可 能
で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 Ｐ Ｍ Ｏ Ｓ 高 電 圧 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ ３ ０ ０ は 、 ゲ ー ト 配 線 ３ ２ ０ 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 ３ １ ０ 、
ソ ー ス /ド レ ー ン 領 域 ３ ３ ０ 、 ３ ４ ０ を 含 む 。 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ 高 電 圧 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ ０ と
相 補 的 な 特 性 を 有 す る た め 、 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 絶 縁 膜 構 造 物 ４ ０ ０ は 、 層 間 絶 縁 膜 ４ １ ０ 、 コ ン タ ク ト ４ ２ ３ 、 第 １ 配 線 ４ ３ ０ 、 拡 散
防 止 メ タ ル パ タ ー ン ４ ３ ２ ａ 、 第 １ メ タ ル 間 絶 縁 膜 ４ ５ ０ 、 第 １ ビ ア ４ ６ ３ 、 第 ２ 配 線 ４
７ ０ 、 第 ２ メ タ ル 間 絶 縁 膜 ４ ８ ０ 、 第 ２ ビ ア ４ ９ ３ 、 第 ３ 配 線 ４ ９ ５ 、 保 護 膜 ４ ９ ６ を 含
む 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 層 間 絶 縁 膜 (InterLayer Dielectric)４ １ ０ は 、 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ お よ び Ｐ Ｍ Ｏ Ｓ 高 電 圧 駆 動 ト
ラ ン ジ ス タ ２ ０ ０ 、 ３ ０ ０ お よ び 半 導 体 基 板 １ ０ ０ 上 に 形 成 さ れ る 。 層 間 絶 縁 膜 ４ １ ０ は
、 低 誘 電 率 の 絶 縁 物 質 が 用 い ら れ 、 例 え ば Ｆ Ｏ Ｘ (Flowable OXide)膜 、 Ｔ Ｏ Ｓ Ｚ (Tonnen 
SilaZane)膜 、 Ｕ Ｓ Ｇ (Undoped Silica Glass)膜 、 Ｂ Ｓ Ｇ (Borosilica Glass)膜 、 Ｐ Ｓ Ｇ (
PhosphoSilica Glass)膜 、 Ｂ Ｐ Ｓ Ｇ  (BoroPhosphoSilica Glass)膜 、 Ｐ Ｅ Ｔ Ｅ Ｏ Ｓ (Plasm
a Enhanced Tetra Ethyl Ortho Silicate)膜 、 Ｆ Ｓ Ｇ (Fluoride Silicate Glass)膜 、 Ｈ
Ｄ Ｐ (high density plasma)膜 、 Ｐ Ｅ Ｏ Ｘ (Plasma Enhanced Oxide)膜 、 ま た は こ れ ら の 積
層 膜 か ら な る こ と が で き る 。 層 間 絶 縁 膜 ４ １ ０ と し て 低 誘 電 率 の 絶 縁 物 質 を 用 い る こ と に
よ っ て 、 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 配 線 の 全 体 的 な 誘 電 率 を 低 く す る よ う に な り 、 Ｒ Ｃ 遅 延 を
改 善 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に お け る 層 間 絶 縁 膜 ４ １ ０ と し て 、 Ｐ Ｅ Ｏ Ｘ 膜 ４ １ １ 、 Ｂ Ｐ Ｓ Ｇ 膜
４ １ ２ 、 Ｐ Ｅ Ｔ Ｅ Ｏ Ｓ 膜 ４ １ ３ の 積 層 膜 を 用 い る 。 こ こ で 、 Ｐ Ｅ Ｏ Ｘ 膜 ４ １ １ は バ ッ フ ァ
ー 層 と し て 用 い ら れ 、 Ｂ Ｐ Ｓ Ｇ 膜 ４ １ ２ は ギ ャ ッ プ 充 填 (gap-fill)特 性 が 優 れ て い て 、 ゲ
ー ト 配 線 ２ ２ ０ 、 ３ ２ ０ な ど に よ り 発 生 し た 段 差 を 減 ら す 役 割 を す る 。 Ｐ Ｅ Ｔ Ｅ Ｏ Ｓ 膜 ４
１ ３ は ス ル ー プ ッ ト (throughput)の 良 い 物 質 で あ る た め 、 速 や か に 層 間 絶 縁 膜 ４ １ ０ を 一
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定 の 厚 さ で 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 コ ン タ ク ト ４ ２ ３ は 、 層 間 絶 縁 膜 ４ １ ０ の 所 定 領 域 に 形 成 さ れ 、 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ お よ び Ｐ Ｍ Ｏ
Ｓ 高 電 圧 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ ０ 、 ３ ０ ０ の ソ ー ス /ド レ ー ン 領 域 ２ ３ ０ 、 ２ ４ ０ 、 ３ ３
０ 、 ３ ４ ０ 、 ゲ ー ト 配 線 ２ ２ ０ 、 ３ ２ ０ と 第 １ 配 線 ４ ３ ０ を 電 気 的 に 連 結 す る 。 コ ン タ ク
ト ４ ２ ３ は 、 銅 、 チ タ ニ ウ ム 、 ま た は タ ン グ ス テ ン の よ う な 金 属 物 質 か ら な る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 第 １ バ リ ア 膜 パ タ ー ン ４ ２ ２ は 、 コ ン タ ク ト ４ ２ ３ の 周 囲 に 形 成 さ れ 、 コ ン タ ク
ト ４ ２ ３ を 構 成 す る 物 質 が 層 間 絶 縁 膜 ４ １ ０ に 拡 散 さ れ る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。
第 １ バ リ ア 膜 パ タ ー ン ４ ２ ２ は 、 Ｔ ｉ 、 Ｔ ｉ Ｎ 、 Ｔ ｉ ／ Ｔ ｉ Ｎ 、 Ｔ ａ 、 Ｔ ａ Ｎ 、 Ｔ ａ ／ Ｔ
ａ Ｎ 、 Ｔ ａ ／ Ｔ ｉ Ｎ な ど か ら な る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 第 １ 配 線 ４ ３ ０ は 、 層 間 絶 縁 膜 ４ １ ０ 上 に 形 成 さ れ 、 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ お よ び Ｐ Ｍ Ｏ Ｓ 高 電 圧 駆
動 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ ０ 、 ３ ０ ０ の ソ ー ス /ド レ ー ン 領 域 ２ ３ ０ 、 ２ ４ ０ 、 ３ ３ ０ 、 ３ ４ ０
、 ゲ ー ト 配 線 ２ ２ ０ 、 ３ ２ ０ と 各 々 連 結 し た 導 電 膜 パ タ ー ン で あ る 。 詳 し く 説 明 す れ ば 、
第 １ 配 線 ４ ３ ０ は 、 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ お よ び Ｐ Ｍ Ｏ Ｓ 高 電 圧 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ ０ 、 ３ ０ ０ の ソ
ー ス 領 域 ２ ３ ０ 、 ３ ３ ０ に ソ ー ス 電 圧 を 印 加 す る ソ ー ス 電 圧 配 線 ４ ３ ０ Ｓ 、 ド レ ー ン 領 域
２ ４ ０ 、 ３ ４ ０ に ド レ ー ン 電 圧 を 印 加 す る ド レ ー ン 電 圧 配 線 ４ ３ ０ Ｄ 、 ゲ ー ト 配 線 ２ ２ ０
、 ３ ２ ０ に ゲ ー ト 電 圧 を 印 加 す る ゲ ー ト 電 圧 配 線 ４ ３ ０ Ｇ を 含 む 。 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 で
は 、 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ 高 電 圧 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ ０ の ソ ー ス 領 域 ２ ３ ０ に は 接 地 電 圧 が 印 加 さ れ
、 Ｐ Ｍ Ｏ Ｓ 高 電 圧 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ ３ ０ ０ の ソ ー ス 領 域 ３ ３ ０ に は 電 源 電 圧 が 印 加 さ れ 、
Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ お よ び Ｐ Ｍ Ｏ Ｓ 高 電 圧 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ ０ 、 ３ ０ ０ の ド レ ー ン 領 域 ２ ４ ０ 、
３ ４ ０ に は 所 定 の 信 号 電 圧 が 共 通 に 印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 第 １ 配 線 ４ ３ ０ は 、 主 に ア ル ミ ニ ウ ム で 、 約 ５ ０ ０ ０ Å の 厚 さ で 形 成 さ れ 得 る 。 図 示 し
て い な い が 、 第 １ 配 線 ４ ３ ０ が ア ル ミ ニ ウ ム 配 線 で 形 成 さ れ る 場 合 、 第 １ 配 線 ４ ３ ０ と コ
ン タ ク ト ４ ２ ３ と の 接 触 特 性 を 良 く す る た め に 、 第 １ 配 線 ４ ３ ０ と コ ン タ ク ト ４ ２ ３ と の
間 に Ｔ ｉ ／ Ｔ ｉ Ｎ な ど か ら な る 粘 着 膜 (adhesion film)が さ ら に 形 成 さ れ る こ と が で き 、
第 １ 配 線 ４ ３ ０ 上 に フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ 工 程 時 の ア ル ミ ニ ウ ム の 乱 反 射 を 防 止 す る た め の
Ｔ ｉ 、 Ｔ ｉ Ｎ 、 ま た は Ｔ ｉ ／ Ｔ ｉ Ｎ な ど か ら な る 反 射 防 止 膜 (anti-reflected coating fi
lm)を さ ら に 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 拡 散 防 止 メ タ ル パ タ ー ン ４ ３ ２ ａ は 、 第 １ 配 線 ４ ３ ０ と 同 一 層 に 形 成 さ れ る 。 拡 散 防 止
メ タ ル パ タ ー ン ４ ３ ２ ａ は 、 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ お よ び Ｐ Ｍ Ｏ Ｓ 高 電 圧 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ ０ 、 ３
０ ０ の ゲ ー ト 配 線 ２ ２ ０ 、 ３ ２ ０ 上 に ゲ ー ト 配 線 ２ ２ ０ 、 ３ ２ ０ と 同 一 方 向 に 延 び て 形 成
さ れ る 。 ま た 、 拡 散 防 止 メ タ ル パ タ ー ン ４ ３ ２ ａ は 、 ソ ー ス 電 圧 配 線 ４ ３ ０ Ｓ 、 ド レ ー ン
電 圧 配 線 ４ ３ ０ Ｄ 、 ゲ ー ト 電 圧 配 線 ４ ３ ０ Ｇ か ら 所 定 距 離 離 隔 し て 形 成 さ れ 、 本 発 明 の 第
１ 実 施 例 に 係 る 拡 散 防 止 メ タ ル パ タ ー ン ４ ３ ２ ａ は 電 気 的 に フ ロ ー テ ィ ン グ 状 態 と な る 。
こ の よ う に 拡 散 防 止 メ タ ル パ タ ー ン ４ ３ ２ ａ が ゲ ー ト 配 線 ２ ２ ０ 、 ３ ２ ０ の 上 部 を 十 分 に
覆 う こ と に よ っ て 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 ２ １ ０ 、 ３ １ ０ に 外 部 イ オ ン 、 ま た は 水 分 が 浸 透 す る こ
と を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 詳 し く 説 明 す れ ば 、 第 １ 配 線 ４ ３ ０ お よ び 拡 散 防 止 メ タ ル パ タ ー ン ４ ３ ２ ａ 上 に 形 成 さ
れ る 第 １ お よ び 第 ２ メ タ ル 間 絶 縁 膜 ４ ５ ０ 、 ４ ８ ０ な ど に は 製 造 工 程 中 の 外 部 イ オ ン や 水
分 が 含 ま れ る こ と が で き る 。 こ の よ う な 外 部 イ オ ン や 水 分 は 、 拡 散 (diffusion)し て ゲ ー
ト 絶 縁 膜 ２ １ ０ 、 ３ １ ０ に 蓄 積 さ れ る 。 こ の よ う に 蓄 積 さ れ た 外 部 イ オ ン や 水 分 は 、 閾 値
電 圧 の 電 圧 レ ベ ル を 変 化 さ せ て ド レ ー ン オ フ 電 流 を 増 加 さ せ る 。 拡 散 防 止 メ タ ル パ タ ー ン
４ ３ ２ ａ は 、 外 部 イ オ ン や 水 分 が ゲ ー ト 絶 縁 膜 ２ １ ０ 、 ３ １ ０ に 到 達 す る 前 に 遮 断 す る こ
と が で き る た め 、 閾 値 電 圧 の 電 圧 レ ベ ル を 一 定 に 維 持 し て ド レ ー ン オ フ 電 流 を 減 ら す こ と
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が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 拡 散 防 止 メ タ ル パ タ ー ン ４ ３ ２ ａ は 、 第 １ 配 線 ４ ３ ０ と 同 様 に ア ル ミ ニ ウ ム で 形
成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 第 １ メ タ ル 間 絶 縁 膜 (InterMetallic Dielectric)４ ５ ０ は 、 第 １ 配 線 ４ ３ ０ 、 拡 散 防 止
メ タ ル パ タ ー ン ４ ３ ２ ａ 、 層 間 絶 縁 膜 ４ １ ０ の 全 面 上 に 形 成 さ れ る 。 第 １ メ タ ル 間 絶 縁 膜
４ ５ ０ は 、 低 誘 電 率 の 絶 縁 物 質 が 用 い ら れ 、 例 え ば Ｆ Ｏ Ｘ 膜 、 Ｔ Ｏ Ｓ Ｚ 膜 、 Ｕ Ｓ Ｇ 膜 、 Ｂ
Ｓ Ｇ 膜 、 Ｐ Ｓ Ｇ 膜 、 Ｂ Ｐ Ｓ Ｇ 膜 、 Ｐ Ｅ Ｔ Ｅ Ｏ Ｓ 膜 、 Ｆ Ｓ Ｇ 膜 、 Ｈ Ｄ Ｐ 膜 、 Ｐ Ｅ Ｏ Ｘ 膜 、 ま
た は こ れ ら の 積 層 膜 か ら な る こ と が で き る 。 第 １ メ タ ル 間 絶 縁 膜 ４ ５ ０ と し て 低 誘 電 率 物
質 を 用 い る こ と に よ っ て 、 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 配 線 の 全 体 的 な 誘 電 率 を 低 く す る よ う に
な り 、 Ｒ Ｃ 遅 延 を 改 善 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に お い て 、 Ｈ Ｄ Ｐ 膜 ４ ５ １ 、 Ｐ Ｅ Ｔ Ｅ Ｏ Ｓ 膜 ４ ５ ２ の 積 層 膜 を 順 次
的 に 蒸 着 す る 。 こ こ で 、 Ｈ Ｄ Ｐ 膜 ４ ５ １ 、 Ｐ Ｅ Ｔ Ｅ Ｏ Ｓ 膜 ４ ５ ２ は 、 主 に プ ラ ズ マ 蒸 着 工
程 に よ っ て 形 成 す る 。 プ ラ ズ マ を 用 い た 蒸 着 工 程 は 、 低 温 で 蒸 着 工 程 を 進 行 す る こ と が で
き る 長 所 が あ る 。 Ｈ Ｄ Ｐ 膜 は ギ ャ ッ プ 充 填 特 性 が 優 れ て い て 第 １ 配 線 ４ ３ ０ な ど に よ り 発
生 し た 段 差 を 減 ら す 役 割 を し 、 Ｐ Ｅ Ｔ Ｅ Ｏ Ｓ 膜 は ス ル ー プ ッ ト が 良 い 物 質 で あ る た め 、 速
や か に 第 １ メ タ ル 間 絶 縁 膜 ４ ５ ０ を 一 定 の 厚 さ で 形 成 す る こ と が で き る 。 一 方 、 製 造 過 程
中 に 第 １ メ タ ル 間 絶 縁 膜 ４ ５ ０ に は 外 部 イ オ ン や 水 分 が 含 ま れ 得 る が 、 拡 散 防 止 メ タ ル パ
タ ー ン ４ ３ ２ ａ が ゲ ー ト 絶 縁 膜 ２ １ ０ 、 ３ １ ０ に 浸 透 す る 外 部 イ オ ン や 水 分 を 遮 断 す る た
め 、 半 導 体 集 積 回 路 装 置 １ の 損 傷 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 第 １ ビ ア ４ ６ ３ は 、 第 １ メ タ ル 間 絶 縁 膜 ４ ５ ０ の 所 定 領 域 に 形 成 し 、 第 １ 配 線 ４ ３ ０ と
第 ２ 配 線 ４ ７ ０ と を 電 気 的 に 連 結 す る 。 第 １ ビ ア ４ ６ ３ は 、 銅 、 チ タ ニ ウ ム 、 ま た は タ ン
グ ス テ ン の よ う な 金 属 物 質 で 形 成 す る こ と が で き る 。 ま た 、 第 ２ バ リ ア 膜 パ タ ー ン ４ ６ ２
は 第 １ ビ ア ４ ６ ３ の 周 囲 に 形 成 し て 、 第 １ ビ ア ４ ６ ３ を 構 成 す る 物 質 が 第 １ メ タ ル 間 絶 縁
膜 ４ ５ ０ に 拡 散 さ れ る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 第 ２ 配 線 ４ ７ ０ は 、 第 １ メ タ ル 間 絶 縁 膜 ４ ５ ０ 上 に 形 成 し 、 第 １ 配 線 ４ ３ ０ と 電 気 的 に
連 結 す る 。 第 ２ 配 線 ４ ７ ０ は 、 主 に ア ル ミ ニ ウ ム で 形 成 す る こ と が で き る 。 第 ２ メ タ ル 間
絶 縁 膜 ４ ８ ０ は 第 ２ 配 線 ４ ７ ０ 上 に 形 成 し 、 低 誘 電 率 の 絶 縁 物 質 が 用 い ら れ る 。 第 ２ ビ ア
４ ９ ３ は 、 第 ２ メ タ ル 間 絶 縁 膜 ４ ８ ０ の 所 定 領 域 に 形 成 し 、 第 ２ 配 線 ４ ７ ０ と 第 ３ 配 線 ４
９ ５ と を 電 気 的 に 連 結 す る 。 第 ３ 配 線 ４ ９ ５ 上 に は 保 護 膜 ４ ９ ６ が 形 成 さ れ 、 半 導 体 集 積
回 路 装 置 １ を 保 護 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に 係 る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 効 果 を 説 明 す る た め の 図 面 で
あ る 。 こ こ で 、 (ａ )の 半 導 体 集 積 回 路 装 置 は 拡 散 防 止 メ タ ル パ タ ー ン が な い 場 合 で あ り 、
(ｂ )の 半 導 体 集 積 回 路 装 置 は 拡 散 防 止 メ タ ル パ タ ー ン が あ る 場 合 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ３ を 参 照 す れ ば 、 (ａ )の 半 導 体 集 積 回 路 装 置 は 、 多 数 の メ タ ル 間 絶 縁 膜 (図 ２ の ‘ ４
５ ０ 、 ４ ８ ０ ’ 参 照 )な ど に 含 ま れ た 外 部 イ オ ン や 水 分 が 拡 散 さ れ て Ｐ Ｍ Ｏ Ｓ 高 電 圧 駆 動
ト ラ ン ジ ス タ ３ ０ ０ の ゲ ー ト 絶 縁 膜 ３ １ ０ に 陰 イ オ ン が 蓄 積 さ れ 得 る 。 ゲ ー ト 絶 縁 膜 ３ １
０ に 陰 イ オ ン が 蓄 積 さ れ れ ば 、 こ れ に 対 応 し て 、 陽 電 荷 が 蓄 積 さ れ て 反 転 層 １ ３ ４ が 形 成
さ れ る 。 特 に 、 反 転 層 １ ３ ４ は 、 Ｐ Ｍ Ｏ Ｓ 高 電 圧 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ ３ ０ ０ の Ｎ ウ ェ ル １ ３
０ の 濃 度 が 低 い た め 、 さ ら に 容 易 に 形 成 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 ゲ ー ト 配 線 ３ ２
０ に 閾 値 電 圧 以 上 の 電 圧 が 印 加 さ れ な く て も 、 ド レ ー ン オ フ 電 流 が 発 生 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 反 面 、 (ｂ )の 半 導 体 集 積 回 路 装 置 で は 、 外 部 イ オ ン や 水 分 が 拡 散 防 止 メ タ ル パ タ ー ン ４
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３ ２ ａ に よ り 遮 断 さ れ る た め 、 Ｐ Ｍ Ｏ Ｓ 高 電 圧 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ ３ ０ ０ の ゲ ー ト 絶 縁 膜 ３
１ ０ に 陰 イ オ ン が 蓄 積 さ れ な い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ３ で は 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 ３ １ ０ に 陰 イ オ ン が 蓄 積 さ れ る 場 合 の み を 説 明 し た が 、 半 導 体
基 板 に 印 加 さ れ る 基 板 バ イ ア ス な ど に よ り 陽 イ オ ン が 蓄 積 さ れ る こ と も で き る の は 、 本 発
明 が 属 す る 技 術 分 野 の 当 業 者 に は 自 明 で あ る 。 ま た 、 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ 高 電 圧 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ に
お い て も 陽 イ オ ン 、 ま た は 陰 イ オ ン が 蓄 積 さ れ 得 る こ と は 自 明 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 以 下 、 図 ４ ～ 図 ９ を 参 照 し て 、 本 発 明 の 第 ２ ～ 第 ５ 実 施 例 に 係 る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 を
説 明 す る 。 図 １ お よ び 図 ２ と 実 質 的 に 同 一 の 構 成 要 素 に つ い て は 同 一 の 図 面 符 号 を 用 い 、
該 当 構 成 要 素 に 対 す る 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る こ と に す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ４ お よ び 図 ５ を 参 照 す れ ば 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 に 係 る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 ２ が 本 発
明 の 第 １ 実 施 例 と 異 な る 点 は 、 拡 散 防 止 メ タ ル パ タ ー ン ４ ３ ２ ｂ に 所 定 電 圧 が 印 加 さ れ る
と い う 点 で あ る 。 す な わ ち 、 拡 散 防 止 メ タ ル パ タ ー ン ４ ３ ２ ｂ は 、 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ お よ び Ｐ Ｍ Ｏ
Ｓ 高 電 圧 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ ０ 、 ３ ０ ０ の ソ ー ス 領 域 ２ ３ ０ 、 ３ ３ ０ に ソ ー ス 電 圧 を 印
加 す る ソ ー ス 電 圧 配 線 ４ ３ ０ Ｓ が 延 び て 形 成 さ れ る 。 し た が っ て 、 拡 散 防 止 メ タ ル パ タ ー
ン ４ ３ ２ ｂ は 、 ソ ー ス 電 圧 が 印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ６ お よ び 図 ７ を 参 照 す れ ば 、 本 発 明 の 第 ３ 実 施 例 に 係 る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 ３ が 本 発
明 の 第 １ 実 施 例 と 異 な る 点 は 、 拡 散 防 止 メ タ ル パ タ ー ン ４ ３ ２ ｃ に ド レ ー ン 電 圧 が 印 加 さ
れ る と い う 点 で あ る 。 す な わ ち 、 拡 散 防 止 メ タ ル パ タ ー ン ４ ３ ２ ｃ は 、 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ お よ び Ｐ
Ｍ Ｏ Ｓ 高 電 圧 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ ０ 、 ３ ０ ０ の ド レ ー ン 領 域 ２ ４ ０ 、 ３ ４ ０ に ド レ ー ン
電 圧 を 印 加 す る ド レ ー ン 電 圧 配 線 ４ ３ ０ Ｄ が 延 び て 形 成 さ れ る 。 し た が っ て 、 拡 散 防 止 メ
タ ル パ タ ー ン ４ ３ ２ ｃ は 、 ド レ ー ン 電 圧 が 印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 ８ を 参 照 す れ ば 、 本 発 明 の 第 ４ 実 施 例 に 係 る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 ４ が 本 発 明 の 第 １ 実
施 例 と 異 な る 点 は 、 拡 散 防 止 メ タ ル パ タ ー ン ４ ３ ２ ｄ に ゲ ー ト 電 圧 が 印 加 さ れ る と い う 点
で あ る 。 す な わ ち 、 拡 散 防 止 メ タ ル パ タ ー ン ４ ３ ２ ｄ は 、 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ お よ び Ｐ Ｍ Ｏ Ｓ 高 電 圧
駆 動 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ ０ 、 ３ ０ ０ の ゲ ー ト 配 線 ２ ２ ０ 、 ３ ２ ０ に ゲ ー ト 電 圧 を 印 加 す る ゲ
ー ト 電 圧 配 線 ４ ３ ０ Ｇ が 延 び て 形 成 さ れ る 。 し た が っ て 、 拡 散 防 止 メ タ ル パ タ ー ン ４ ３ ２
ｄ は 、 ゲ ー ト 電 圧 が 印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 ９ を 参 照 す れ ば 、 本 発 明 の 第 ５ 実 施 例 に 係 る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 ５ が 本 発 明 の 第 １ 実
施 例 と 異 な る 点 は 、 拡 散 防 止 メ タ ル パ タ ー ン ４ ３ ２ ｅ に 別 途 の 電 圧 が 印 加 さ れ る と い う 点
で あ る 。 す な わ ち 、 第 ２ 配 線 (図 ２ の ‘ ４ ７ ０ ’ 参 照 )と 同 一 層 に 形 成 さ れ た 電 圧 配 線 ４ ７
１ を 用 い て 、 拡 散 防 止 メ タ ル パ タ ー ン ４ ３ ２ ｅ に 所 定 電 圧 を 印 加 す る 。 説 明 し な い 図 面 符
号 ‘ ４ ６ ３ ’ は 、 拡 散 防 止 メ タ ル パ タ ー ン ４ ３ ２ ｅ と 電 圧 配 線 ４ ７ １ と を 電 気 的 に 連 結 す
る た め の 第 １ ビ ア を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 １ ０ は 、 本 発 明 の 第 ６ 実 施 例 に 係 る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 断 面 図 で あ る 。 図 ２ と 実 質
的 に 同 一 の 構 成 要 素 に つ い て は 同 一 の 図 面 符 号 を 用 い 、 該 当 構 成 要 素 に 対 す る 詳 細 な 説 明
は 省 略 す る こ と に す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 １ ０ を 参 照 す れ ば 、 本 発 明 の 第 ６ 実 施 例 に 係 る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 ６ は 、 第 １ 配 線 ４
３ ０ 、 拡 散 防 止 メ タ ル パ タ ー ン ４ ３ ２ ａ 、 層 間 絶 縁 膜 ４ １ ０ の 全 面 に 形 成 さ れ た 窒 化 膜 ４
４ ０ を さ ら に 含 む 。 窒 化 膜 ４ ４ ０ は 、 半 導 体 基 板 １ ０ ０ に 浸 透 す る 外 部 イ オ ン 、 ま た は 水
分 を 遮 断 す る 。 し た が っ て 、 窒 化 膜 ４ ４ ０ を さ ら に 形 成 す る こ と に よ っ て 、 外 部 イ オ ン 、
ま た は 水 分 の 遮 断 効 果 が さ ら に 良 く な り 得 る 。 窒 化 膜 ４ ４ ０ は 、 Ｓ ｉ Ｎ 膜 、 ま た は Ｓ ｉ Ｏ
Ｎ 膜 を 用 い る こ と が で き る が 、 こ れ に 制 限 さ れ る も の で は な い 。 こ こ で 、 Ｓ ｉ Ｎ 膜 は Ｓ ｉ
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Ｏ Ｎ 膜 に 比 べ て 、 外 部 イ オ ン 、 ま た は 水 分 の 遮 断 効 果 が 良 い た め 、 ５ ０ Å 以 上 の 厚 さ で 形
成 す る こ と が で き 、 Ｓ ｉ Ｏ Ｎ 膜 は ５ ０ ０ Å 以 上 の 厚 さ で 形 成 す る こ と が で き る が 、 具 体 的
な 数 値 は 当 業 者 に よ っ て 容 易 に 変 更 す る こ と が で き る 。 ま た 、 Ｓ ｉ Ｎ 膜 お よ び Ｓ ｉ Ｏ Ｎ 膜
は 、 厚 い ほ ど 、 外 部 イ オ ン 、 ま た は 水 分 の 遮 断 効 果 が 向 上 す る が 、 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の
特 性 に 応 じ て 厚 さ は 調 節 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 １ １ は 、 本 発 明 の 第 ７ 実 施 例 に 係 る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 断 面 図 で あ る 。 図 １ ０ と 実
質 的 に 同 一 の 構 成 要 素 に つ い て は 同 一 の 図 面 符 号 を 用 い 、 該 当 構 成 要 素 に 対 す る 詳 細 な 説
明 は 省 略 す る こ と に す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 １ １ を 参 照 す れ ば 、 本 発 明 の 第 ７ 実 施 例 に 係 る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 ７ は 、 第 １ 配 線 ４
３ ０ 、 拡 散 防 止 メ タ ル パ タ ー ン ４ ３ ２ ａ 、 層 間 絶 縁 膜 ４ １ ０ の 全 面 と 窒 化 膜 ４ ４ ０ と の 間
に 酸 化 膜 ４ ３ ５ が さ ら に 含 ま れ る こ と が で き る 。 酸 化 膜 ４ ３ ５ は 、 第 １ 配 線 ４ ３ ０ 、 拡 散
防 止 メ タ ル パ タ ー ン ４ ３ ２ ａ 、 層 間 絶 縁 膜 ４ １ ０ の 全 面 と 窒 化 膜 ４ ４ ０ と の 間 の バ ッ フ ァ
ー の 役 割 を す る 。 ま た 、 酸 化 膜 ４ ３ ５ は 、 ギ ャ ッ プ 充 填 効 果 が 大 き い 物 質 を 用 い る こ と に
よ っ て 、 第 １ 配 線 ４ ３ ０ と 拡 散 防 止 メ タ ル パ タ ー ン ４ ３ ２ ａ と の 空 間 を 十 分 に 埋 め る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 １ ２ Ａ ～ 図 １ ２ Ｄ は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に 係 る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 を 説
明 す る た め の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 １ ２ Ａ を 参 照 す れ ば 、 ま ず 、 半 導 体 基 板 １ ０ ０ を 提 供 す る 。 半 導 体 基 板 １ ０ ０ 上 に 素
子 分 離 膜 １ １ ０ を 形 成 し て 活 性 領 域 を 定 義 す る 。 活 性 領 域 上 に Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ 高 電 圧 駆 動 ト ラ ン
ジ ス タ ２ ０ ０ お よ び Ｐ Ｍ Ｏ Ｓ 高 電 圧 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ ３ ０ ０ を 各 々 形 成 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 続 い て 、 層 間 絶 縁 膜 ４ １ ０ を Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ お よ び Ｐ Ｍ Ｏ Ｓ 高 電 圧 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ ０ 、
３ ０ ０ 並 び に 半 導 体 基 板 １ ０ ０ 上 に 形 成 す る 。 層 間 絶 縁 膜 ４ １ ０ は 、 低 誘 電 率 の 絶 縁 物 質
を 使 用 で き 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 で は Ｐ Ｅ Ｏ Ｘ 膜 ４ １ １ 、 Ｂ Ｐ Ｓ Ｇ 膜 ４ １ ２ 、 Ｐ Ｅ Ｔ Ｅ Ｏ
Ｓ 膜 ４ １ ３ を 順 次 形 成 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 次 に 、 層 間 絶 縁 膜 ４ １ ０ を 通 常 的 な エ ッ チ ン グ 工 程 を 用 い て Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ 高 電 圧 駆 動 ト ラ ン
ジ ス タ ２ ０ ０ の ソ ー ス /ド レ ー ン 領 域 ２ ３ ０ 、 ２ ４ ０ 、 Ｐ Ｍ Ｏ Ｓ 高 電 圧 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ
３ ０ ０ の ソ ー ス /ド レ ー ン 領 域 ３ ３ ０ 、 ３ ４ ０ を 露 出 さ せ る コ ン タ ク ト ホ ー ル ４ ２ １ を 形
成 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 １ ２ Ｂ を 参 照 す れ ば 、 コ ン タ ク ト ホ ー ル ４ ２ １ の 側 面 と 底 面 お よ び 層 間 絶 縁 膜 ４ １ ０
の 上 面 の プ ロ フ ァ イ ル に 合 わ せ て 第 １ バ リ ア 膜 を 形 成 す る 。 第 １ バ リ ア 膜 は 、 Ｔ ｉ 、 Ｔ ｉ
Ｎ 、 Ｔ ｉ ／ Ｔ ｉ Ｎ 、 Ｔ ａ 、 Ｔ ａ Ｎ 、 Ｔ ａ ／ Ｔ ａ Ｎ 、 Ｔ ａ ／ Ｔ ｉ Ｎ な ど で 形 成 す る こ と が で
き 、 Ｃ Ｖ Ｄ 法 、 ま た は ス パ ッ タ リ ン グ 法 に よ っ て 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 続 い て 、 コ ン タ ク ト ホ ー ル ４ ２ １ を 十 分 に 埋 め 立 て る よ う に 、 第 １ バ リ ア 膜 ４ ４ ０ 上 に
Ｃ ｕ 、 Ｔ ｉ 、 ま た は Ｗ の よ う な 導 電 物 質 を 蒸 着 し て 金 属 膜 を 形 成 す る 。 こ こ で 、 Ｃ ｕ は 層
間 絶 縁 膜 ４ １ ０ に 拡 散 さ れ や す い た め 、 Ｔ ｉ 、 Ｗ を 用 い る こ と が 好 ま し く 、 Ｔ ｉ 、 ま た は
Ｗ は Ｃ Ｖ Ｄ 法 や 、 ス パ ッ タ リ ン グ 法 を 用 い て 蒸 着 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 次 に 、 層 間 絶 縁 膜 ４ １ ０ の 表 面 が 露 出 す る ま で 金 属 膜 お よ び 第 １ バ リ ア 膜 を Ｃ Ｍ Ｐ 法 で
研 磨 し て コ ン タ ク ト ホ ー ル ４ ２ １ を 埋 め る コ ン タ ク ト ４ ２ ３ を 形 成 す る 。 こ の 時 、 第 １ バ
リ ア 膜 は 、 コ ン タ ク ト ４ ２ ３ の 側 壁 お よ び 底 面 上 に 第 １ バ リ ア 膜 パ タ ー ン ４ ２ ２ と し て 残
留 す る よ う に な る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】

10

20

30

40

50

(10) JP 2006-344959 A 2006.12.21



　 図 １ ２ Ｃ を 参 照 す れ ば 、 第 １ 配 線 用 導 電 膜 を 層 間 絶 縁 膜 上 に 蒸 着 し 、 パ タ ー ニ ン グ し て
第 １ 配 線 ４ ３ ０ お よ び 拡 散 防 止 メ タ ル パ タ ー ン ４ ３ ２ ａ を 同 時 に 形 成 す る 。 こ こ で 、 第 １
配 線 用 導 電 膜 と し て は 、 ア ル ミ ニ ウ ム を 主 に 用 い 、 Ｃ Ｖ Ｄ 法 、 ス パ ッ タ リ ン グ 法 な ど を 用
い て 蒸 着 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 図 面 に 示 し て は い な い が 、 第 １ 配 線 ４ ３ ０ と コ ン タ ク ト ４ ２ ３ と の 接 触 特 性 を 良 く す る
た め に 、 第 １ 配 線 用 導 電 膜 を 蒸 着 す る 前 に Ｔ ｉ ／ Ｔ ｉ Ｎ な ど で 形 成 さ れ た 粘 着 膜 (adhesio
n film)が さ ら に 形 成 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ま た 、 拡 散 防 止 メ タ ル パ タ ー ン ４ ３ ２ ａ を 第 １ 配 線 ４ ３ ０ と 同 一 層 に 形 成 す れ ば 、 第 １
配 線 ４ ３ ０ と 拡 散 防 止 メ タ ル パ タ ー ン ４ ３ ２ ａ と の 間 の 間 隔 が 狭 い た め 、 精 巧 な パ タ ー ニ
ン グ が 求 め ら れ る こ と が あ る 。 こ の よ う な 場 合 、 第 １ 配 線 用 導 電 膜 を 蒸 着 し た 後 、 フ ォ ト
リ ソ グ ラ フ ィ 工 程 時 の ア ル ミ ニ ウ ム の 乱 反 射 を 防 止 す る た め の Ｔ ｉ 、 Ｔ ｉ Ｎ 、 ま た は Ｔ ｉ
／ Ｔ ｉ Ｎ な ど で 形 成 さ れ た 反 射 防 止 膜 (anti-reflected coating film)を さ ら に 形 成 す る
こ と が で き る 。 そ の 後 、 反 射 防 止 膜 、 第 １ 配 線 用 導 電 膜 、 粘 着 膜 を 共 に パ タ ー ニ ン グ し て
第 １ 配 線 お よ び 拡 散 防 止 メ タ ル パ タ ー ン を 完 成 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 図 １ ２ Ｄ を 参 照 す れ ば 、 第 １ 配 線 ４ ３ ０ 、 拡 散 防 止 メ タ ル パ タ ー ン ４ ３ ２ ａ お よ び 層 間
絶 縁 膜 ４ １ ０ の 全 面 に 第 １ メ タ ル 間 絶 縁 膜 ４ ５ ０ を 形 成 す る 。 第 １ メ タ ル 間 絶 縁 膜 ４ ５ ０
は 低 誘 電 率 の 絶 縁 物 質 を 用 い る こ と が で き 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 で は Ｈ Ｄ Ｐ 膜 ４ ５ １ 、 Ｐ
Ｅ Ｔ Ｅ Ｏ Ｓ 膜 ４ ５ ２ を 順 次 形 成 す る 。 こ の よ う な 第 １ メ タ ル 間 絶 縁 膜 ４ ５ ０ に は 外 部 イ オ
ン 、 ま た は 水 分 が 吸 収 さ れ て い る こ と が あ る 。 し か し 、 拡 散 防 止 メ タ ル パ タ ー ン ４ ３ ２ ａ
は 、 拡 散 さ れ て い る 外 部 イ オ ン 、 ま た は 水 分 を 遮 断 し 、 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ お よ び Ｐ Ｍ Ｏ Ｓ 高 電 圧 駆
動 ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ ０ 、 ３ ０ ０ の 動 作 特 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ま た 、 図 ２ を 参 照 す れ ば 、 第 １ メ タ ル 間 絶 縁 膜 ４ ５ ０ 上 に フ ォ ト レ ジ ス ト パ タ ー ン を 形
成 し て 、 第 １ 配 線 ４ ３ ０ を 露 出 さ せ る 第 １ ビ ア ホ ー ル ４ ６ １ を 形 成 す る 。 第 １ ビ ア ホ ー ル
４ ６ １ の 側 面 と 底 面 お よ び 層 間 絶 縁 膜 ４ １ ０ の 上 面 の プ ロ フ ァ イ ル に 合 わ せ て 第 ２ バ リ ア
膜 を 形 成 す る 。 続 い て 、 第 １ ビ ア ホ ー ル ４ ６ １ を 十 分 に 埋 め る よ う に 、 第 １ バ リ ア 膜 上 に
Ｃ ｕ 、 Ｔ ｉ 、 ま た は Ｗ の よ う な 導 電 物 質 を 蒸 着 し て 金 属 膜 を 形 成 す る 。 次 に 、 第 １ メ タ ル
間 絶 縁 膜 ４ ５ ０ の 表 面 が 露 出 す る ま で 金 属 膜 お よ び 第 ２ バ リ ア 膜 を Ｃ Ｍ Ｐ 法 で 研 磨 し て 第
１ ビ ア ホ ー ル ４ ６ １ を 埋 め る 第 １ ビ ア ４ ６ ３ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 第 １ メ タ ル 間 絶 縁 膜 ４ ５ ０ 上 に 第 ２ 配 線 ４ ７ ０ を 形 成 す る 。 続 い て 、 第 ２ メ タ ル 間 絶 縁
膜 ４ ８ ０ 、 第 ２ ビ ア ホ ー ル ４ ９ １ 、 第 ３ バ リ ア 膜 パ タ ー ン ４ ９ ２ 、 第 ２ ビ ア ４ ９ ３ を 形 成
す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 第 ２ メ タ ル 間 絶 縁 膜 ４ ８ ０ 上 に 第 ３ 配 線 ４ ９ ５ を 形 成 し 、 第 ３ 配 線 ４ ９ ５ 上 に 半 導 体 集
積 回 路 装 置 １ を 保 護 す る 保 護 膜 ４ ９ ６ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に 係 る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 か ら 、 当 業 者 で あ れ ば 、 第 ２
～ 第 ７ 実 施 例 の 製 造 方 法 は 十 分 に 技 術 的 に 類 推 す る こ と が で き る た め 、 そ の 説 明 を 省 略 す
る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 本 発 明 に 関 す る よ り 詳 細 な 内 容 は 次 の 具 体 的 な 実 験 例 を 通 し て 説 明 し 、 こ こ に 記 載 さ れ
て い な い 内 容 は こ の 技 術 分 野 で 熟 練 し た 者 で あ れ ば 十 分 に 技 術 的 に 類 推 す る こ と が で き る
た め 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 <実 験 例 >
　 幅 /長 さ が ２ ５ μ ｍ /４ μ ｍ で あ る Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ 高 電 圧 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ ａ 、 ｂ 、 ｃ を 製 造 し
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た 後 、 第 １ 配 線 と 同 一 層 に 拡 散 防 止 メ タ ル パ タ ー ン を 形 成 し な い 。 反 面 、 幅 /長 さ が １ ０
０ μ ｍ /４ μ ｍ で あ る Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ 高 電 圧 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ ｄ 、 幅 /長 さ が ２ ５ μ ｍ /４ μ ｍ で
あ る Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ 高 電 圧 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ ｅ 、 ｆ を 製 造 し て 第 １ 配 線 と 同 一 層 に 拡 散 防 止 メ タ
ル パ タ ー ン を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 続 い て 、 １ ０ ０ ℃ 以 上 の ス ト レ ス の 条 件 下 で 、 ス ト レ ス 時 間 に 応 じ る Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ 高 電 圧 駆
動 ト ラ ン ジ ス タ ａ ～ ｆ の 閾 値 電 圧 Ｖ ｔ ｈ の 変 化 を 測 定 し て 、 そ の 結 果 を 図 １ ３ に 示 す 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 図 １ ３ を 参 照 す れ ば 、 ｘ 軸 は ス ト レ ス 時 間 を 示 し 、 ｙ 軸 は 閾 値 電 圧 Ｖ ｔ ｈ を 示 す 。 拡 散
防 止 メ タ ル パ タ ー ン の な い Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ 高 電 圧 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ ａ 、 ｂ 、 ｃ の 場 合 に は 約 １ ０
秒 よ り 閾 値 電 圧 Ｖ ｔ ｈ が 下 が り 始 め る 。 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ 高 電 圧 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ ｂ を 例 に し て 説
明 す れ ば 、 約 １ ０ 秒 ま で は 約 ０ ． ６ １ Ｖ の 閾 値 電 圧 を 維 持 し て 順 次 下 が り 始 め 、 結 局 、 約
１ ０ ０ ０ 秒 で は 約 ０ ． ３ ８ Ｖ の 閾 値 電 圧 を 有 す る よ う に な る 。 こ の よ う に 閾 値 電 圧 が 低 く
な れ ば 、 漏 れ 電 流 が 増 加 す る よ う に な る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 反 面 、 拡 散 防 止 メ タ ル パ タ ー ン の あ る Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ 高 電 圧 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ ｄ 、 ｅ 、 ｆ の 場
合 に は 、 ス ト レ ス 時 間 が 増 加 し て も 、 各 々 約 ０ ． ４ ８ Ｖ 、 ０ ． ５ ９ Ｖ 、 ０ ． ６ １ Ｖ の 閾 値
電 圧 を 一 定 に 維 持 す る こ と が 分 か る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 以 上 、 添 付 し た 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 し た が 、 本 発 明 が 属 す る 技 術 分 野
で 通 常 の 知 識 を 有 す る 者 は 本 発 明 の 技 術 的 思 想 や 必 須 の 特 徴 を 変 更 せ ず 、 他 の 具 体 的 な 形
態 で 実 施 す る こ と が で き る と い う こ と を 理 解 で き る 。 し た が っ て 、 以 上 で 記 述 し た 実 施 例
は す べ て の 面 で 例 示 的 な も の で あ り 、 限 定 的 で は な い も の と 理 解 し な け れ ば な ら な い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 本 発 明 が 適 用 さ れ る 装 置 は 、 高 集 積 回 路 半 導 体 装 置 、 プ ロ セ ッ サ ー 、 Ｍ Ｅ Ｍ ’ ｓ (Micro
 Electro Mechanical)、 光 電 子 (optoelectronic)装 置 、 デ ィ ス プ レ ー ド ラ イ バ チ ッ プ な ど
の 微 細 電 子 装 置 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に 係 る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の レ イ ア ウ ト 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ ’ に 沿 っ て 切 断 し た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に 係 る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 効 果 を 説 明 す る た め の 図 面 で あ
る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 に 係 る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の レ イ ア ウ ト 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 Ｖ － Ｖ ’ に 沿 っ て 切 断 し た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 例 に 係 る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の レ イ ア ウ ト 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 Ｖ Ｉ Ｉ － Ｖ Ｉ Ｉ ’ に 沿 っ て 切 断 し た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 ４ 実 施 例 に 係 る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の レ イ ア ウ ト 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 ５ 実 施 例 に 係 る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の レ イ ア ウ ト 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 第 ６ 実 施 例 に 係 る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 第 ７ 実 施 例 に 係 る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ Ａ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に 係 る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 を 説 明 す る た め の
断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ Ｂ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に 係 る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 を 説 明 す る た め の
断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ Ｃ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に 係 る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 を 説 明 す る た め の
断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ Ｄ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に 係 る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 を 説 明 す る た め の
断 面 図 で あ る 。
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【 図 １ ３ 】 多 数 の Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ 高 電 圧 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ を 製 造 し た 後 、 第 １ 配 線 と 同 一 層 で 拡
散 防 止 メ タ ル パ タ ー ン を 形 成 し て 閾 値 電 圧 の 変 化 を 測 定 し た 結 果 を 示 し て い る 図 面 で あ る
。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 １ ０ ０ 　 半 導 体 基 板
　 １ ２ ０ 　 Ｐ ウ ェ ル
　 １ ３ ０ 　 Ｎ ウ ェ ル
　 ２ ０ ０ 　 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ 高 電 圧 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ
　 ２ １ ０ 　 ゲ ー ト 絶 縁 膜
　 ２ ２ ０ 　 ゲ ー ト 配 線
　 ２ ３ ０ 　 ソ ー ス 領 域
　 ２ ３ ２ 　 低 濃 度 不 純 物 領 域
　 ２ ３ ４ 　 高 濃 度 不 純 物 領 域
　 ２ ４ ０ 　 ド レ ー ン 領 域
　 ３ ０ ０ 　 Ｐ Ｍ Ｏ Ｓ 高 電 圧 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ
　 ４ １ ０ 　 層 間 絶 縁 膜
　 ４ ２ ３ 　 コ ン タ ク ト
　 ４ ３ ０ 　 第 １ 配 線
　 ４ ３ ０ Ｓ 　 ソ ー ス 電 圧 配 線
　 ４ ３ ０ Ｄ 　 ド レ ー ン 電 圧 配 線
　 ４ ３ ０ Ｇ 　 ゲ ー ト 電 圧 配 線
　 ４ ３ ２ ａ 、 ４ ３ ２ ｂ 、 ４ ３ ２ ｃ 、 ４ ３ ２ ｄ 、 ４ ３ ２ ｅ 　 拡 散 防 止 メ タ ル パ タ ー ン
　 ４ ３ ５ 　 酸 化 膜
　 ４ ４ ０ 　 窒 化 膜
　 ４ ５ ０ 　 第 １ メ タ ル 間 絶 縁 膜
　 ４ ６ ３ 　 第 １ ビ ア
　 ４ ７ ０ 　 第 ２ 配 線
　 ４ ８ ０ 　 第 ２ メ タ ル 間 絶 縁 膜
　 ４ ９ ３ 　 第 ２ ビ ア
　 ４ ９ ５ 　 第 ３ 配 線
　 ４ ９ ６ 　 保 護 膜
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ Ａ 】

【 図 １ ２ Ｂ 】

【 図 １ ２ Ｃ 】

【 図 １ ２ Ｄ 】
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【 図 １ ３ 】
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